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コナラの優占する落葉広葉樹林における

　　枯死有機物量とその分解について

片桐　成夫＊・長山 泰秀＊・金子　信博＊

Amount　and　decompos1t1on　of　dead　organ1c　matter

　1n　a　dec1duous　broad－1eaved．forest　dom1nated

　　　　　　　　　　by　肋θκ6〃∫∫θγ湖肋一

　　　Sh1geo　KATAGIRI，Yasuh1de　NAGA皿MA

　　　　　　　　and　Nobuh1ro　KANEK0

　　　　　　　　　　　　　　　　S胆m珊班y

　　The　dry　we1ght　and　decomps1t1on　rate　of　dead　organ1c　matter1n
dec1duous　broad1eaved　forests　were　measured　at　Sanbe　Forest　of　Sh1mane

Un1vers1ty　The　dry　we1ght　of　d．ead－orgamc　matter　was41－168％of　above

ground　b1omass1n　forest　ecosystem　Standmg　dead　tree　was　broken　down
from　the　top　with　decomposition　of　organic　matter，and　decreased　the　tota1

he1ght　and　spec1f1c　gTav1ty　Dead　trees　by　g1rd1mg　a1so　decreased　the　tota1

h1ght　and　spec1f1c　grav1ty　w1th　the　mcrease　of　years　Howev’er，the　trends

d1ffered　among　tree　spec1es　The　he1ght　of　standmg　dead　trees　d1d　not

decrease　for3－4years　after　the　death　of　tree，　and　the　dec11ne　of　the

height　and　specific　gravity　occurred　from　five　to　eight　years　afteL

はじめに

　森林生態系における物質循環の中で林木から林地への

還元量としてリターフォールに関する研究は数多くなさ

札いくつかの著書（1，2，3）にまとめられている．しか

し，これらの研究では葉・枝・花・果実などの小型のも

のを，特に落葉量を中心にしており，大枝リターに関す

る研究（4）は少なく，枯死木からのリターに関する研究

はみられない．

　林内で樹木が枯死すると小枝から脱落し，幹部分は樹

上でかなリ分解を受けてから，幹折れや倒木の形で林地

へ供給される．従って，枯死してから林地へ完全に供給

されるまでにはかなりの長時問を要する．それ故，これ

までは幹の枯死脱落量は1則定されなかったHamonら

（ユO）は立枯木，倒木，大型落枝を大型木質リター（CW

D）として取り扱い，養分含有率が低く，分解が遅いた

めにその重要性は高いにもかかわらず無視されがちであ

るとしている．物質循環を考える上でこの部分はリター

フォールとして重要であり，特に二次林において陽樹林

から極相に近い林分へ移行する期間には無視できない量

＊森林環境学講座

に達すると考えられる．

　森林におけるギャップの動態を明らかにする目的で倒

木に関する研究（11，12）が最近なされ始めているが，

物質循環面からの研究はみられない。熱帯林では倒木に

よる枯死量が重要視され，米田（9）は幹リター量を9．3

t／ha　yrと推定している　Harmonら（10）は大型木質

リターの収入速度は森林の生産力によって変化し，撹乱

によって増大するとしている．また，大型木質リターの

分解が溶脱，破砕，無機化の過程で樹種，大きさ，生物

的環境，微気候，枯死原因なとに影響されるとしている

　そこで本研究は林内での幹からの有機物供給量である

枯死木・倒木の量とその分解の程度を明らかにすること

を目的として2つの調査を行った。

　なお，本研究を進めるにあた1）島根大学農学部育林学

研究室専攻生赤松伸弥，和久田寛，西村喜徳君には多大

の協力を得た．ここに感謝の意を表する．

調査地お’よび調査方法

1．落葉広葉樹林内の幹リター

　調査地は島根大学附属三瓶演習林（島根県飯石郡頓原

町，北緯35．10’，東経132．40’，標高450m）内の落葉広

葉樹二次林てある　この林分は戦前は薪炭林として施業
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表1　調査地の概況
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　　　　　立木密度　平均直径　平均樹高　断面積合計　幹現存量
プロット番号
　　　　　本／ha　　　㎝　　　　m　　　　m～／ha　　　t／ha

第26号

T1（下都）

T2（中部）

T3（上部）

P1（上部）

P2（中部）

1892

1768

2226

1634

944

12．70

12．92

12．44

14，91

ユ9．13

10．73

12．54

11，84

9．61

16．00

46，4

32，7

37，4

57，4

35．7

206．8

147．1

154．9

264．1

189．6

されてきたが，戦後まもなく皆伐され，その後は放置さ

れてきた林分である．1984年に現存量推定のために伐倒

調査を行った際の年輸解析の結果（5）によると林齢は38

年前後であり，本調査時の林齢は43年生である．この林

分内に斜面下部から上部にかけて連続する10m×50mの

プロットを3つと，異なる斜面に20mX20mのプロット

を2つ，含計5個のプロットを設け，胸高直径4．8cm以

上の生立木について毎木調査を行った。プロットの概況

は表1に示したが，いずれのプロット．もコナラが優占

する林分であった．P2が直径，樹高ともに大きいが他

のプロットはよく似た林分であった．

　枯死木，倒木についてはその基部がプロット内にある

ものを対象とした．枯死木はその長さによって立枯木と

枯死株に分け，長さが50cmに満たないものを枯死株と

した　↓枯木については胸高直径と長さを測定し，枯死

株については地際直径と長さを測定した。倒木について

は基部直径と長さを測定し，主幹ではなく枝と判別でき

るものは大枝とした．これらのものは重量を測定し，そ

の一部を乾燥用および比重測定用に実験室に持ち帰った。

比重は体積と乾燥重量との比率として求めた．

　樹種名については出来る限り同定したが，分解が進行

して樹皮が剥がれてしまったものについてかなリ不明の

ものがあった．5プロット全体で279本の対象木があっ

たが，半数以上の577％が樹種不明てあった　中ても倒

木，枯死株は分解が進行し，それぞれ71．8，85．3％が樹

種不明であった

2．巻き枯らしによって枯死した立枯木の分解過程

　調査地は島根大学附属三瓶演習林内のスギ・ヒノキの

造林地である。三瓶演習林の造林地は地椿え時に上層木

を伐採せずに巻き枯らしによって枯死させている．そこ

で巻き枯らし年度の異なる造林地を7プロット選んで，

調査地とした．これによって枯死後の年数を特定するこ

とが可能となる．プロットの巻き枯らし年度は昭和57年

から63年までであった．これらの巻き枯らし木は立枯れ

状態にあり，時間の経過とともに梢端から落下している．

　プロット内の立枯木の直径，樹高，重量，此重の測定

を行い，樹種を判別した．しかし，落葉広葉樹林内の場

合と同様に不明のものがあり，約16％に達した．また，

プロットの地位を比較するために造林木の樹高を測定し

た．

結果および考察

1．落葉広葉齢木内の枯死有機物の現存量およぴ分解過程

1－1．枯死有機物の本数

　林内に存在する枯死有機物はその形態によって分解の

受け方や分解の程度が異なると考えられる．そこでまず

立枯木，倒木，大枝，枯死株の本数についてプロット間

で比較すると，表2に示したように斜面下部では立枯木，

倒木，枯死株，合計ともに少なくなっている．こ1れには

斜面中，上部ではクリ，コナラの割合が高いといった種

組成の違いや種による分解速度の違いが影響していると

考えられる　また，↓枯木は全体の約25％を占め，倒木

がおおよそ1／2を占めている。枯死株も立枯木の延長と

考えると立枯木と倒木はほぼ1：1となる．これらの本数

を生立木と比べるとT1からT3の斜面では斜面下部か

ら上部にかけて枯死有機物の比率が高くなっている．ま

た，P1，P2では枯死有機物が生立木よりも多くなっ

ている　このように斜面上部の方が↓枯木，倒木といっ

た枯死有機物が多いといえる．

1－2．枯死有機物の直径・長さ・重量

　枯死有機物の直径は表2に示したように⊥枯木，倒木

ともに10cm前後と大きな差はみられないが，枯死株は

20cm以上と大きい．立枯木と倒木，枯死株では直径の

測定位置が異なるために直接比較は出未ないが，倒木は

分解が進んで樹皮が剥がれていたことにより，直径がや

や小さいと考えられる．一方，枯死株の直径がP2では

6．9cmとかな・）小さく，このプロットが本数でもみられた

ように他のプロットと異なった条件にあることを示して

いる．

　長さについてみると⊥枯木が最も長く，倒木がこれに

ついで長い．倒木はなんらかの原因で強制的に倒れた場

合と立ちがれ状態にあったものが分解にともなって途中

から折れて倒れたものを含んでおり，その長さが立枯木

に比べて短いといえよう．

　また，大枝は直径，長さともに小さく幹とは明らかに

その分布，分解程度ともに異なっている．枯死株は長期

間の分解をうけた後にまだ残存しているもので分解しに

くい部分のみが残つたものである．直径は地際で測定し

ているので大きいが，正確に測定することの出未なかっ

たものも多く含まオtている．
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　これらの枯死有機物の重量は立枯木が最も多く，1．7

－20．6t／haであった。倒木が次に多く1．2－17．8t／ha

であった．枯死株，大枝はo．1－o．9，0．22－0．35t／ha

と少なく，立枯木，倒木に比べると量的には問題になら

ない．枯死有機物の合計量は斜面下部で8．5t／ha，斜面

中・上部で13．7－25．5t／haに達した．その内で立枯木・

倒木の割合は斜面下部で85％，中部，上部で96－98％と

枯死有機物の大半を占めていた．また，枯死有機物量は

生立木の現存量の4．1－16．8％にあたり，斜面中・上部

で大きくなっている．

1－3．枯死有機物の分解程度と分解経過年数

　立枯木，倒木は分解が進行するにつれてその比重に変

化が起こる．米田（6，8）は材の分解にともなって比

重が小さくなり，時間と比重との関係は単純ロジスチッ

ク式で表せ，初期の比重の違いによりそのパターンが異

なるとしている．そこで立枯木，倒木，枯死株，大枝の

比重を表2で比較すると立枯木の比重がやや大きく，倒

木，枯死株，大枝の順に低下する．しかし，枯死株では

3

分解を受けにくく残存したものから比較的よく分解され

形だけ残ったものまでを含んでいるためにプロットによ

っては大きい比重を示す場合がみられた．

　また，↓枯木，倒木の比重の分布を図1に示した　両

者ともに比重が0．4－0．5の範囲で最も多く，かなリ分解

を受けているが，その分布範囲からみると倒木の方が分

解が進んでいるといえる．

　以上のように，枯死後しはらくは↓枯木の状態にあ｝），

樹上で分解を受けたのちに倒木となリ，林床に落ちると

分解が進行して比重が低下しやすくなるといえる．また，

大枝の形で林床に落ちると米田（7）も報告しているよ

うに小径で長さも短いために倒木よ‘）もはるかに分解を

受けやすいといえよう．

　一方，落葉広葉樹林内の枯死有機物は枯死年度が不明

のために枯死後の経過年数を明らかにすることは出来な

い　しかし，一部の↓枯木，倒木についてはその樹翰を

年輸解析から推定することが出未た．本調査地は戦後ま

もなく皆伐された林分であることが演習林の記録に残っ

ており，おおよそ43年生の林分であるといえる．そこで，

表2　枯死木の本数，直径，長さ，比重および重量

プロット番号　　立枯木 倒　木　　　枯死株　　　大枝　　　合　計

　　　　　　　T1

本　数　　　　丁2

本／ha　　　　T3

　　　　　　　P1

　　　　　　　P2

224

288

627

111

458

163

349

605

1389

809

163

144

238

167

27

183

288

151

243

732

1069

1621

1667

1887

　　　　　　　T1

直　径　　　　丁2

　cm　　　　　　T3

　　　　　　　P　l

　　　　　　　P2

10．97

14．30

10．53

10．30

10．55

9．95

11，21

9．86

10，19

8．25

21．O0

24．60

18．96

25，40

6．85

6，79

5，94

6，43

5．14

　　　　　　　T1

長　さ　　　　T2

　m　　　　　　T3

　　　　　　　P　l

　　　　　　　P2

6．07

10，84

6，55

5，98

5．66

3，23

5，05

4，70

3，91

4．10

O．25

0，21

0，24

0，45

1．10

2，49

2，11

2，97

1．47

　　　　　　　T1

比　重　　　　丁2

9／c耐　　　　丁3

　　　　　　　P　l

　　　　　　　P2

0，33

0，42

0，47

0，47

0．51

O．33

0，36

0，40

0，49

0．48

0，36

0，43

0，35

0，26

0．55

O．36

0，33

0，34

0．40

　　　　　　　T1

重　量　　　　丁2

t／ha　　　　T3

　　　　　　　P　l

　　　　　　　P2

6．05

20．60

14，25

1，67

9．05

1，18

4，17

6．01

17，81

4．36

O．91

0，38

0，64

0，40

0．08

O．35

0，31

0，22

0．22

8．48

25．47

21．11

19．88

13．71
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プロットに隣接した林分で伐倒調査を行った時の調査木

の樹齢から生立木の樹齢分布を求め，立枯木，倒木の樹

齢分布とともに図2に示した。生立木の樹齢は42年前後

をピークとし，その前後10年問に集中している．立枯木

の樹齢は21年，30年，39年の3つのピークをもった幅広

い分布を示し，比較的最近に枯死したものとかなり古く

に枯死したものとがある．しかも，そのビークがおおよ

そ10年ごとに現れている．生立木の樹齢分布からも明ら

かなようにこの林分は一斉林ではない．したがって，枯

死木の樹齢分布は3つのピークの複合された形であると

考えられる．単純に生立木の樹齢分布が大きく変化しな

いと仮定すると，止枯木の21年のピークを21年分ずらす

と生立木のピークに重なり，古い立枯木は21年前に枯死

したことになる．しかし，林分の成立後期に侵入した若

齢の個体が被圧さオして枯死したことも考えられるので，

単純に21年前に枯死したともいえない．この点を考慮に

いれても立枯木の枯死後の経過年数は20年に達するとい

えよう．これに対して，倒木は24年のビークをもった樹

齢分布を示し，約18年前に枯死したものから含んでいる

と考えられる．

1－4．枯死有機物の分解率

　立枯木，倒木の比重がある程度分解の程度を示すこと

が前節で明らかになったが、分解率をあらわすには不十

分である．枯死時の重量が明らかになれば立枯木，倒木

の分解率を求めることが可能である．そこで，立枯木，

倒木の直径から枯死時の重量を推定し，枯死有機物量（W）

枯死時推定重量（WE）：残存率とした．重量の推定式（5）

は隣接する落葉広葉樹林においてD2Hを変数として求め

たものを用いた．枯死時の樹高は測定していないが，同

じ林分のD－H関係から推定した．

　表3に示すようにプロットごとにみた場合，立枯木，

倒木，枯死株の残存率はそれぞれ42－60％，18－34％，

1－15％と大きく異なり，分解率に明らかな違いがみら

れた．

　この残存率と比重との関係を立枯木，倒木について図

3，図4に示した。立枯木の場合，残存率の低下にとも

なって比重が小さくなる傾向にあり，残存率が1以上の

場含にはコナラの生木の比重にほぽ一致している．コナ

ラ，クリのこの関係は比較的バラツキが小さく，この残

存率で分解率を表すことが出釆る．しかし，樹種不明の

ものを含んだその他の樹種ではバラツキが大きく明らか

な傾向は認めがたい．また，倒木については立枯木よ｝）

もバラツキが大きく，明らかな傾向とはいいがたい．立

枯木の場合は樹上での分解の程度を示すのに対して，倒
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図2　生立木，立枯木，倒木の樹齢分布

　　　斜線部分はコナラ

表3　枯死時の推定幹重量から求めた分解残存率

プロット番号　立枯木　倒　木　枯死株

T1　　　59，6　　18．1　　1．8
T2　　　71，9　　25．7　　1．1
T3　　　42，9　　34．0　　1．0
P1　　　49，6　　31．3　　0．5
P2　　　52，4　　32，6　　14．8

大　枝　合　計

20，2　　　　12，2

17，9　　　31，0

17，9　　　17．7

－　　　　13，4

21，2　　　　44．0
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木の場合は十分に分解される前に風や雪など

の影響によって強制的に倒れる場合があり，

D・Hの大きさに関係なくいろいろな分解段

階のものを含むためにバラツキが大きくなっ

たと考えられる。このように樹木が枯死して

から林床に幹リターとして供給されるまでに

は⊥枯木の状態て分解され，分解にともなっ

て梢端から落下する場含あるいは途中で倒木

となる場含，分解が十分進行しないうちに倒

木となる場合がある．立枯木の状態にあるも

のにつし戸てはその比重と分解率には明らかな

関係が認められたが，倒木の場合には立枯木

の延長上にあるものとそうでないものとを区

別して検討する必要があろう．

　このように同一の樹種については枯死時の

推定重量を求めることによって分解率を求め

ることが出来るが，異なる樹種を含むと分解

率を求めることはかなり難しい．樹種による

分解の難易の違い，分解の過程の違いなどが

あるためてあり，本調査では樹種不明とした

ものを材の組織から判別することが必要であ

る。しかし，材の組織からは属レベルまでの

判別は可能であっても，種のレベルまで判別

することは難しい。また，ここで求めた残存

率は推定の段階でHの推定値を含むもので

精度がよいとはいえず，問題は残されている．
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　一方，立枯木の場含は樹上で分解を受けたものが何等

かの原因で梢端から順次落下し，樹高が短くなる．図5
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図5　立枯木の直径と樹高の関係

　　　実線は枯死前の推定D－H曲線

はコナラの立枯木のD－H関係を生立木のD－H関係

式（5）とともに示したものである．立枯木の樹高は大きくば

らつくが，比重によって分けると図中で分離がみられ，

比重の小さいものほど樹高が低くなる．また，直径の小

さいものほど樹高の低下の度合が大きくなっている．

　そこで樹高の減少の度合を⊥枯木の樹高／枯死時の推

窄樹高＝残存率として求めた（図6）。残存率が小さい

ほど比重が小さくなるが，コナラ，クリ，その他ともに

ハラツキがかなり大きい　これは↓枯木カ途中て折れて

落下するときの比重が一定せず，直径の大きさにより異

なるとか，落下を引き起こす要因が異なるとかが影響し

ていると考えられる。枯死木の比重が梢端から基部にか

けてどのように変化するか，比重がどの程度に低下した

ときに落下するか，落下要因として比重の低下以外にど

のようなものがあるかなどが今後の課題であろう．

2．枯死後の年数と分解過程

　前述したように落葉広葉樹林内ての↓枯木，倒木の分

解については枯死あるいは倒伏の時点を特定できないた



6 島根大学農学部研究報告

めに時間の経過との関係について検討できなかった。そ

こで，巻き枯らしという人為的な枯死ではあるが，枯死

後の年数の明らかな五枯木の分解過程について検討する

ただし，巻き枯らしの場含は落葉広葉樹林内での枯死と

は周囲の上層木が存在しないので分解の条件が異なるこ

とは注意しておく必要がある．

2－1．巻き枯らし木の直径および樹高

　各プロットの巻き枯らし年度は昭和57年から63年であ

り，枯死後の年数は2～8年と考えられる。表4に各プ

ロットの巻き枯らし木の直径，樹高などを示した．P5，

P6で直径が大きいが他のプロットではほぼ等しい直径

を示した．枯死後の直径の減少は樹皮がはがれる以外は

大きな変化はないので，樹高の変化をみると図7のよう

に枯死後の年数の増加につれて減少する傾向がみられる．

これは前述したように↓枯木の分解にともなって梢端か

ら折れて落下することを示している　しかし，5，6年

後のプロットのように樹高が低くな＾）すぎている場含が

ある．樹高はプロットの地位を示す指標とも考えられる

ので，立地条件が不良であった可静性もある。しかし，

植栽されたスギ，ヒノキの成長をみると図8のように特

にP1，P3の地位が不良で，巻き枯らし前の樹高が低

かったとは考えられない．P3ではリョウブが14本と多

く，コナラなどの高木種と異な一），樹高が低かったこと

によると考えられる．P1ではコナラ，ヤマザクラが多

く，分解を受けやすかったと考えるのが妥当であろう．

図7の傾きから考えると立枯木は15～ユ6年で分解されて

林床に還元されると考えられる。
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図6　樹高から求めた↓枯木の残存率と比重の関係

表4　巻き枯らし木調査地の概況

プロット巻枯　枯死後　平均　平均　本数　植栽木樹高（㎝）
　　　　　　　　　直径　樹高　　　　及び本数（牽2）番号　年度　年数　　　　　　　（・1）
　　　　　　　　　（㎝）（m）　　スギヒノキ

昭63
昭62
昭61
昭60
昭59
昭58
昭57

11，4
19，7
10．3
ユ0，0

11，4
16，7
11．2

9．5

9．7

8．1

5．1

5．0

7．0

5．7

11（1）

9（2）

40（5）

23（4）

24（1）

17（2）

21（1）

0．63ω
1．11（77）

0．90㈹

一H
2．50（79

一←）

2．31伽）

0．88㈹
1．33但2）

1．52但2）

2．以61）
2．08（42）

3．29㈹
2．51（4）

2－2．巻き枯らし木の比重の変化

落葉広葉樹林内の立枯木と同様に巻き枯らし木の比重

を求めてプロットごとに平均値で図9に示した．P5，P

6を除くと枯死後の年数の経過とともに比重が小さくな

（帝1）枯死木本数，（）内は生立木本数
（・2）（）内は植栽木本数

る．その傾きは約0．25と4年間で比重がO．1ずつ低下し

ていく．大まかにみれば15～16年で比重はO．2以下にな

ると考えられ，樹高の減少から見た分解に要する時問と

一致し，さらに落葉広葉樹林内に存在する↓枯木の樹齢

分布から見た分解に要する年数ともほぽ一致する．しか

し，P5，P6のように必ずしも経過年数と一致しない

場合がある。これには樹種の違いが関係しており，P5

ではクリが多く，その比重は大きい。P6ではミズキ，

カラスザンショウが多く，比重は小さい．そこで樹種に
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巻き枯らし木の直径と比重の関係

枯死後の年数
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A7年　　愛　8年

表5

28

枯死木の樹種別，プロット別平均比重

また，樹種ごとの枯死後の比重の変化を見ると，大きく

振幅し必ずしも年数の経過につれて比重が小さくなると

はいえない。これはプロット間で直径の分布範囲が異な

｝），図10に示したように直径の大きい個体ほど比重が大

きい傾向があることによる．

　図11は枯死木の直径，樹高，比重，枯死後の年数の関

係をコナラ，ヤマザクラ，リョウフ，樹種不明の4つに

ついて示したものである。前節で述べたように分解にと

もない樹高が小さくなり，比重が低下するはずである．

コナラについて比重の低下が樹高の減少とほぼ一致する

が，ヤマサクラ，リョウフ，樹種不明については明らか

な傾向は認められない．しかし，枯死後の年数が4年以

下のものは生立木のD－H関係式に近いところに分布

　　　　　　　　　し，枯死後の年数の大きいものが

　　　　　　　　　樹高の低下が大きい傾向をいずれ

樹　　種　　　本数 全プロット　P1　P2　　P3　　P4　　P5　　P6　　P7

コナラ

不　明

ヤマザクラ

リョウブ

ェゴノキ

クマノミズキ

ミズキ

キハダ

アベマキ

ク　リ

アセビ

コシアブラ

アカシデ

ウリハダカエデ

ウラジロガシ

クヌギ

イヌシデ

アオハダ

カラスザンショウ

ネムノキ

ホオノキ

全体平均

24

19

18

17

　5

　4

　4

　4

　3

　3

　2

　2

　2

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

　1

116

O．519

0．475

0．639

0．468

0．623

0．533

0．427

0．413

0．647

0．551

0．491

0．483

0．467

0．580

0．696

0．508

0．494

0．424

0．400

0．370

0．368

0．521

O．55

0，60

0，35

0，43

0，41

0，28

0，37

0，37

0．51

0，49

0，50

0，65

0，41

0，77

0，49

0，65

0，48

0，49

0．55

O．46

0，58

0，50

0，49

0，70

0，37

0．52

0，47

0，44

0，68

0，45

0，53

0，44

0，42

0．46

O．61

0，45

0，68

0，52

0．56

0，43

0，62

0，51

0，40

0．47

0，64

0，52

0，63

0，44

0，57

0，58

0．57

枯死後の年数 6　　4　　　5　　8　　7　　2　　3

よる比重の変化の違いを検討する必要がある．

　表5は枯死木の比重を樹種ごと，プロットごとに求め

たものである．調査対象木全体の平均比重は0．52であリ，

樹種ごとに比較するとコナラが0．52と全体の平均に等し

い．これに対して、ヤマザクラ（O．64），エゴノキ（O．62），

アベマキ（0．65），ウラジロガシ（O．70），クリ（0．55）など

の比重が大きく，カラスザンショウ（0．40），ネムノキ

（O．37），ホオノキ（O．37），ミズキ（0．43），キハダ（0．41）

の比重が小さい．この比重の違いは枯死前の比重の違い

も関係するカ㍉分解のしやすさとおおむね一致している．

の場合も示している。

　以上の結果を総合すると，立枯

木は枯死後の年数の経過とともに

梢端から落下し樹高の減少が起こ

る．それにともなって比重の低下

も起こるが，立枯木の折れを決定

する要因に比重がなっているとは

必ずしもいえない．強風などの物

理的要因が造林地の巻き枯らし木

には影響しているといえよう．ま

た，樹種の違いを考慮せずに大ま

かにみると，枯死後4，5年間は

⊥枯木の樹高を減少させるような

主幹の折れはあまり起こらず，大

枝が落下するようである．その後

主幹部分の落下が起こり，約20年

で立枯木は林床に還元されること

になると考えられる．しかし，落

葉広葉樹林で生じる↓枯木のリタ

ーとしての林地への還元，分解を

正確に把握するには長期にわたるきめ細かな測定が必要

である．

ま　と　め

　落葉広葉樹林内における枯死有機物量は立枯木，倒木，

枯死株，大枝の形で存在し，その量が生立木の現存量の

4．1－16．8％にあたり，斜面の位置によって異なってい

た　また，⊥枯木や倒木の樹齢から，枯死有機物が9－

12年以前に枯死したものであることが推察できる。立枯

木の場合には分解の進行にともなって梢端から落下し，
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樹高が小さくなるとともに比重も小さくな

ることが明らかであった．

　巻き枯らし木のように人為的に枯死させ

た場合の立枯木については枯死後の年数の

増加にともなって樹高が低くなり，比重が

小さくなった．しかし，樹種の違いによっ

てその傾向は異なっていた．

　樹種ごとにみると枯死後3－4年間は樹

高の低下も小さく，5－8年間で比重，樹

高の低下が起こる．さらに約20年で立枯木

が林床に還元されると推測できた。

引用文献

ε

工

20

10

5

第26号

毎5

1　堤　利夫：陸上植物群落の物質生産II
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て⑪
　一森林の物質循環一　生態学講座5b，　百

　60pp，共立出版，東京，1973　　　　　韮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
2　堤　利夫：森林の物質循環　UPバイ

　オロジー，124p，東京大学出版会，東京，

　1987

。河田弘：森林土壌学概論博友杜，　　評5

東京，1990

4　片桐成夫・石井　弘・三宅　登：三瓶

演習林内の落葉広葉樹林における物質循

環に関する研究（IX）落枝の大きさと年

間量について．島根大農研報15：50－54．

　1981

5　片桐成夫・石井　弘・三宅　登・安東

義朗：三瓶演習林内の落葉広葉樹林にお

ける物質循環に関する研究（XII）斜面位

置による地上部現存量の相違．島根大農研報1853－

60．1984

6　米田　健1森林における枯死材の分解。日生態会誌

36：117－129．1986

7　Y0NEDA，T．：Studies　on　the　rate　of　decay　of

wood－1itter　on　the　forest　f1oor．I．Some　physica1

prope耐1es　of　d－ecay1ng　wood　Jap　J　Eco12540－

　　46．1975

8Y0NEDA，TStud1esontherateofdecayof
wood11tter　on　the　forest　f1oor　II　D収we1ght1oss

and　C02evo1ution　of　decaying　woo吐Jap．J．Eco1．

25：132－140．　1975

9　Y0NEDA，T　Accumu1at1on　and　decompos1t1on

of　b1g　wood11tter　m　PASOH　FOREST，WEST

1M［ALAYSIA　Jap　J　Eco127　53－60．1977

⑪｛鰍）

　　　㎡　㊧6
　　劣㊧

討愈。舎⑪。

私
リョウブ

ε

工

切

9

潔1

今

ヤマザクラ

育
；

1⑪

噂5　　　柵　　　　　　　　　5⑪
⑪〈節1〉

　5　　　7
　　　　㊧7

　　　8幽㊧8
　　　◎
　　　8

その他

4　5　　　　て0　　　　　　　　　　　5⑪　　　　　　　毎　5　　　　で0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑪｛棚）　　　　　　　O（餅1）

コナラ　　　　㊧ρ＜O．45　　00．45≦ρくO．6　　△ρ≧O．6

ヤマザクラ　　㊧ρ＜O．55　00．55≦ρ＜0．68　△ρ≧0．68

リョウブ・その他㊧ρ＜O．40　　00．40≦ρくO．50　△ρ≧0．50

　　　　図11巻き枯らし木の樹種別比重の枯死後の変化

　　　　　　　㊧コナラ　　Oヤマザクラ　　底エゴノキ

　　　　　　　△リョウブ　　圏クリ

　　　　　　　（添数字は枯死後の年数を示す）
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